
」
Ｅ
■
日
Ｈ

日 本 岸 業 新 聞

国
土
交
通
省
の
下
水
資
源

を
使
っ
た
農
業
利
用
事
業
と

し
て
２
０
１
４
～
１６
年
度
で

試
験
に
取
り
組
む
。
試
験
で

は
、
横
３０
参
、
長
さ
６０
参
の

コ
ン
テ
ナ
に
厚
さ
１５
考
に
水

田
土
壌
を
敷
き
水
田
を
再
現

し
た
プ
ラ
ン
ト
で
多
収
品
種

「べ
こ
あ
お
ば
」
を
栽
培
し
、

生
育
を
調
べ
た
。

‐５
年
度
は
、
基
肥
に
リ
ン

酸
だ
け
を
施
用
し
、
１
周
当

た
り
平
均
２５
ミヂ
弓
の
窒
素
を

含
む
処
理
水
を
暗
き
ょ
か
ら

供
給
し
、
田
面
か
ら
排
水
し

て
栽
培
。
１
日
４

・
５
房
の

処
理
水
を
施
用
し
た
試
験
区

の
収
量
は
、
玄
米
で
１０
灯
換

算
９
０
０
♂
、
た
ん
ぱ
く
質

含
量
は
Ｈ

ｏ
７
ゆ
だ

っ
た
。

ま
た
根
を
含
む
稲
全
体
の
乾

物
重
量
は
、
同
１

・
２

ント
だ

っ
た
。
前
年
度
の
試
験
で
も

玄
米
収
量
は
１０
灯
８
０
０
♂

を
超
え
た
。

同
大
学
農
学
部
食
料
生
命

環
境
学
科
の
渡
部
徹
教
授
は

「窒
素
が
豊
富
な
処
理
水
を

主
食
用
米
に
施
す
と
た
ん
ぱ

く
含
量
が
高
く
な

っ
た
り
、

倒
伏
し
や
す
く
な

っ
た
り
す

る
。
し
か
し
、
耐
倒
伏
性
が

強
い
飼
料
用
米
で
は
プ
ラ
ス

効

果

を

引

き

出

す
」
と

説

明
。
カ
リ
ウ
ム
も
豊
富
で
、

リ
ン
酸
不
足
に
注
意
す
れ
ば

下
水
処
理
水
は
肥
料
成
分
と

し
て
十
分
に
活
用
で
き
る
と

見
込
む
。

一
般
的
に
下
水
処
理
水
は

環
境
基
準
を
満
た
し
て
か
ら

河
川
な
ど
に
流
し
て
い
る
。

放
流
す
る
前
に
農
業
用
水
路

に
取
り
込
み
、
飼
料
用
米
の

栽
培
圃
場

（
ほ
じ

ょ
う
）
に

(第 3種郵使物認可 )

農
家
、
地
域
の
利
益
に

山形大学が施用試験
山形大学は、下水処理で出る処理水を施用する

と飼料用米が増収することを確認 した。処理水に

は窒素 とカ リウムが豊富に含まれ、肥料を減 らし

なが ら多収栽培 ができる よ うになる。飼料用米

は、たんぱく質含量も高 くな り、畜産での利用に

向くとい う。 自治体によ つては、処理水からさら

に窒素分を除去する脱窒処理を施す こともあ り、

飼料用稲の栽培に使えれば、地域資源の有効利用

に加え、脱窒処理 コス トの削減も見込める。

窒
素
、
カ
リ
ウ
ム
豊
富

下
水
処
理
で
出
る
処
理
水
で
栽

培
し
て
い
る
飼
料
用
米

（山
形

大
学
農
学
部
食
料
生
命
環
境
学

科
提
供
）

供
給
で
き
れ
ば
低

コ
ス
ト
で

飼
料
用
米
増
産
が
で
き
る
こ

と
に
な
る
。

‐６
年
度
は
、
生
産

コ
ス
ト

を
試
算
し
、
農
家
に
利
益
が

あ
る
こ
と
を
実
証
す
る
予
定

だ
と
い
う
。

同
大
学
が
あ
る
鶴
岡
市
で

:、鶴■
は
、
１
日
２
万

ント
の
処
理
水

が
出
る
と
い
う
。
渡
部
教
授

は

「飼
料
用
米
で
耕
畜
連
携

が
で
き
、
下
水
処
理
水
の
利

用
で
生
産
者
と
消
費
者
の
連

携
に
な
る
。
さ
ら
に
、
畜
産

物
を
消
費
者
に
買

っ
て
も
ら

う
こ
と
で
連
携
の
輪
が
増
え

る
」
と
話
す
。

窒
素
分
が
多
い
下
水
処
理

水
は
、
自
治
体
に
よ

っ
て
は

さ
ら
に
脱
窒
処
理
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
と
い
う
。
水

田
で
の
自
然
脱
窒
や
、
稲
に

吸
収
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
脱
窒
に
必
要
な
施
設
や

コ
ス
ト
も
不
要
に
な
る
と
渡

部
教
授
は
み
て
い
る
。

が
発
生
し
や
す
い
梨

「秋
一ら
、
、

麗
」
の
糖
度
を
維
持
し
な
が
一を
明
ハ

果
実
”

生
繹
饉

袋
、
Ｐ

レ
ツ
ド

梨

「秋
麗
」
さ
び
果
軽
減

満
開
３０
日
に
袋
鶴

熊
本
県
農
業
研
究
セ
ン
タ

ー
果
樹
研
究
所
は
、
さ
び
果

試
験
に
使
っ
た
袋
。
左
か
ら

自

一
重
袋
、
Ｐ
Ｋ
６
号
、
ピ

ン
ク
６
、
レ
ツ
ド
６

（熊
本

県
農
業
研
究
セ
ン
タ
ー
果
樹

研
究
所
提
供
）

▲ ‖ _^


